















A Consideration on Closing Rate Method 





 3.1 在外子会社等の独立性と現地主義 
 3.2 純投資概念 
 3.3 為替レート変動に関わる経済的事実の反映 
 3.4 換算前後における財務諸表項の相互関連性の維持 
4 決算日レート法の問題点 
 4.1 取得原価主義会計に関わる問題点 
 4.2 在外子会社等の独立性、現地主義と連結財務諸表の作成に関わる問題点 
 4.3 純投資概念に関わる問題点 














































































































































































































































 4.1 取得原価主義会計に関わる問題点 











































 4.2 在外子会社等の独立性、現地主義と連結財務諸表の作成に関わる問題点 







































































































































れていると考えられているのである。SFAS 第 52 号は、単一測定単位概念の必要性
を否定し、複数測定単位概念の考え方に基づいて外貨表示財務諸表の換算を行うべき

























































































































 (2) 穐山教授の研究業績については、巻末を参照されたい。なお、柴（1989）も参照されたい。 
 (3) 戦後の国際通貨体制の変化への対応の経緯については、白鳥（1999）を参照のこと。 
 (4) FASB は 2009 年に会計基準のコード体系化を実施しており、SFAS 第 52 号は Accounting 
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